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研究成果の概要（和文）：本研究は、大規模都市型マラソン参加者を対象として、心理的・環境的要因からジョ
ギング・ランニング実施を規定する要因を明らかにすることを目的とした。質問紙調査により北海道マラソンの
大会参加者を対象とし、18歳以上の4000名に調査を実施した。回収数は、1,428件（回収率＝35.7%）となった。
データ解析の結果、心理的要因・環境要因とジョギング・ランニング実施状況との関連性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the relationship between  jogging 
/ running and psychological / environmental factors in the Hokkaido marathon participants.The survey
 was conducted on 4,000 people aged 18 or over, targeting participants in the Hokkaido marathon by 
questionnaire survey. The number of samples was 1,428. As a result of the data analysis, the 
relationship between psychological factors / environmental factors and the jogging / running was 
clarified.

研究分野： スポーツ科学

キーワード： ジョギング・ランニング　地理情報システム
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１．研究開始当初の背景 
   笹川スポーツ財団（2012）によると,ジョ
ギング・ランニング実施率は、2006年の 5.9％
から 9.7%へと増大している。ジョギングやマ
ラソンが注目される理由は，1）健康志向の
高まり，2）手軽に楽しめる，3）年齢や性別
を問わない，4）用具にかかる費用が少ない
などが挙げられている（山口ら, 2010）。ま
た、東京マラソンをはじめとする都市型大規
模マラソン大会の流行が大きいと考えられ
る。エクササイズガイド 2006 においても週
23エクササイズのうち4エクササイズは活発
な運動をと定められており、ランニングなら
週１回 30 以上に相当する。したがって、気
軽に低予算でできるジョギング・ランニング
は、負荷強度の高いスポーツ実施種目として、
わが国で政策的に振興すべき対象である。 
 ジョギング・ランニングの普及の研究はこ
れまでもなされてきているがまだまだ先行
研究が多いとは言えない。近年、行動科学に
おいて注目されているのは、環境戦略である。
環境は、すべての人に影響を与え、効果は長
期間に渡ることからポピュレーション戦略
の手法(井上、2008)として、重要な観点とな
り先行研究も多い。また、ウォーキングにお
いては、都市の歩きやすさの指標である
Walkability を測定する簡易版歩行環境調査
質 問 紙 （ ＝ Abbreviated neighborhood 
environmental walkability score ; ANEWS）
が開発されるなど、都市計画やまちづくりの
観点から歩行者を増加させる取り組みがは
じまっている。 
 ジョギング・ランニング実施においても、
都市や環境要因の関連性が指摘され始めて
いる。SSF のスポーツライフデータ 2012 によ
ると,ジョギング・ランニングを過去 1 年間
に実施したのは、「全体」で 9.7%だったのに
比較して、「東京都区部」では 17.8%と突出し
て多く、一方で、「人口 10万人以下の市」で
は 7.0%、「町村」では 6.3%であった。これら
は、「都市型マラソン」の流行以外にも、「皇
居」「大阪城公園」などランニングの名所と
言われる場所は都市部に集中していること
に加え、民間フィットネスクラブ等が提供す
るランニングステーション等の施設は郊外
より都市部の方が充実していること等が影
響していると考えられる。 
 また、ジョギング・ランニング実施、特に
マラソン大会参加を決定する要因は、環境要
因だけでなく、心理的要因も関係があると先
行研究でも検討されている。山口（2011）は、
NAHA マラソンを対象として Push-Pull 
factor の分析をしている。Push-Pull は、こ
れまでツーリスト研究で数多くなされてお
り、Push とは、個人的・心理的な内的動機の
ことであり、Pull とは目的地の魅力など外的
な魅力誘引のことである。したがって、ジョ
ギング・ランニング実施者の増加を期すると
き、環境的要因および心理的要因との関連性
を検討することが極めて重要な課題となる。 

２．研究の目的 
 以上より本研究では、大規模都市型マラソ
ン参加者を対象として、心理的・環境的要因
からジョギング・ランニング実施を規定する
要因を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 質問紙調査により北海道マラソン大会の
参加者を対象とし、18 歳以上の 4,000 名に調
査を実施した。調査項目は、ジョギング・ラ
ンニング実施状況、心理的要因として都市型
大規模マラソン大会に参加したPush/Pull要
因、参加動機、環境要因としての居住地、ジ
ョギング・ランニングに特定の環境の有無、
その他の社会人口統計学的変数とした。環境
要因および心理的要因の測定項目は以下の
通りである。  
 

①ジョギング・ランニングを実施できる環境要因 質問紙調査 

一般道路 歩道 公園 山道 河川敷 砂浜 陸上競技場 ジョギン

グ・ランニングコース ウォーキングコース クロスカントリーコース 

お城の敷地 寺社仏閣の敷地 スポーツ施設 など        

②ジョギング・ランニングを助けてくれる環境 質問紙調査 

ランニングステーション 着替えることのできる場所や施設 シャワー

やジャグジー施設 コースの距離表示 コース全体の案内掲示 水飲み

場 体操・ストレッチのできる場所や施設 ランニングのサークルやチー

ム 身体のケアをしてくれる施設（マッサージ、鍼灸など）指導してくれ

るコーチやトレーナー スポーツ用品を取り扱うショップ など 

③物理的環境要因 地理的変数 GIS にて抽出 

人口 世帯数 年代別人口構成 産業構就業者数 

ジョギング・ランニングに特異的な環境 

④心理的要因 質問紙調査 

Push 要因 15 項目 

Pull 要因 12 項目 

 
 
４．研究成果 
 北海道マラソン大会の参加者 18 歳以上
4,000 名に調査を実施し、回収数は、1,428
件（回収率＝35.7％）となった。調査は、参
加者に調査票及び返信用封筒を配布し、後日、
郵送にて返信された。 
  
（１）認知的環境要因 
 認知的環境要因として、①ジョギング・ラ
ンニングを実施できる環境要因 14 項目、お
よび②ジョギング・ランニングを助けてくれ
る環境要因11項目を「存在する/存在しない」
で回答する選択肢とした。またその他として
自由記述回答を設けた。 
 



（２）物理的環境要因の抽出 
 ESRIジャパン株式会社によるGISソフトウ
ェア ArcGIS によって、地理的変数の抽出を
行った。具体的には、以下の画像のように、
アンケート調査の回答者を郵便番号によっ
て GIS 上にプロットし、半径１km のバッファ
から地理的変数を抽出した。人口・世帯数、
年代別人口及び、都市を表す変数として産業
別就業者数や店舗数、事業所数などを抽出し
た。 

 
例）ArcGIS による半径１kの地理情報解析 
 
（３）Push/Pull 要因 
 探索的因子分析及び確認的因子分析を行
った。その結果、Push 要因 は「達成」「健康」
「興奮」「逃避」「ダイエット」「流行」の 12
項目５因子、Pull 要因は「自然」「大会の魅
力」「札幌の都市」「気候」「旅行」「金銭」「ア
クセス」の 15 項目７因子が構成された。 
 
（４）解析結果 
 ジョギング・ランニング実施頻度を目的変
数、認知的環境要因、物理的環境要因を説明
変数としたロジスティック回帰分析を行っ
た。また、再参加意図を目的変数、Push 要因、
Pull 要因を説明変数としたロジスティック
回帰分析を行った。以下が関連のあった項目
である。 
 
目的変数：ジョギング・ランニング実施頻度 
公園 ＋ 
ジョギング・ランニングコース  ＋ 
スポーツ施設 ＋ 
ランニングステーション ＋ 
コースの距離表示 ＋ 
コース全体の距離表示 ＋ 
水飲み場 ＋ 
人口 ＋ 
世帯数 ＋ 
10 代人口 − 
20 代人口 − 
50 代人口 ＋ 
小売店舗数 ＋ 
事業所数 ＋ 

在学者数 − 
             ※関連項目のみ  
 
目的変数：再参加意図 
達成 ＋ 
健康 ＋ 
流行 ＋ 
札幌の都市 ＋ 
旅行 ＋ 
アクセス ＋ 
            ※関連項目のみ 
 
 目的変数をジョギング・ランニング実施頻
度としたロジスティック回帰分析では、認知
的環境要因として、ジョギング・ランニング
コースやランニングステーションなど、ジョ
ギング・ランニングをすることに特異的な環
境要因との正の関係があることが明らかと
なった。また、直接的なジョギング・ランニ
ング環境だけでなく、ジョギング・ランニン
グを助けてくれる環境であるコースの距離
表示や水飲み場などの環境も正の影響があ
ることが明らかとなった。 
 また、物理的な環境要因との関係は、人口
や世帯数、小売店舗、事業所数などと正の関
係があることが明らかとなった。一方、物理
的環境として 10 代人口、20 代人口、在学者
数がマイナスの関係性となり、若い世代がい
る環境はジョギング・ランニング実施頻度を
低下させていることが明らかとなった。つま
りジョギング・ランニングを増加させる重要
な環境要因としては、「都市」であるといえ
るかもしれない。また、若者がいる都市はジ
ョギング・ランニング実施が低い、というこ
とかもしれない。 
 また、大会への再参加意図を目的変数とし、
Push 要因、Pull 要因を説明変数としたロジ
スティック回帰分析では、Push 要因として
「達成」「健康」「流行」、Pull 要因として「札
幌の都市」「旅行」「アクセス」が正の関連を
していることが明らかとなった。本研究で特
徴的な点は、「札幌の都市」「アクセス」など
の都市の魅力との関連性が見出された点で
ある。大会への再参加にも都市の魅力が 
関係していることは、今後のマラソン大会の
マーケティングに生かすべき知見である。 
 最後に、認知的環境要因と物理的環境要因、
そして大会参加の心理的要因の結果をまと
めると、ジョギング・ランニングをする環境
としては、特異的な環境が整備されているこ
と、及び、「都市」の環境が重要であること
が明らかとなった。皇居や大阪城公園などの
例を考えれば、ジョギング・ランニングの実
施者が多い場所は、都会の中でジョギング・
ランニングの特異的な環境がある場所であ
り、本研究の成果と合致する。したがって、
今後のジョギング・ランニングの環境整備に
あたっては、都会の中であっても走れる環境
づくりを目指していくべきであろう。 
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